
４ 農林水産分野におけるCO2の見える化の推進
➢ 農林水産分野における温室効果ガスの「見える化」の基本的考え方や省CO2効果の表示

のあり方を取りまとめた「農林水産分野における省CO2効果の表示の指針」策定。

➢ 生産者による農産物の生産と加工を対象とした「農産物簡易CO2算定ツール」の開発。
➢ 「農林水産分野のCO2「見える化」ポータルサイト」や「土壌のCO2吸収「見える化」サイト」
を公開。

https://www.agri-co2mieruka.jp/ http://soilco2.dc.affrc.go.jp 13



４-１ 国民の地球環境問題に対する関心
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備考：内閣府世論調査「地球温暖化対策に関する世論調査（平成28年8月調査）」から作成。
調査では、「あなたは，地球の温暖化，オゾン層の破壊，熱帯林の減少などの地球環境問題に関心がありますか。それとも関心がありませんか。この中から１つだけお答えください。」と聞き、「関心
がある」、「ある程度関心がある」、「あまり関心がない」、「全く関心がない」、「わからない」の５つの選択肢を提示。

➢ 国民の87％が地球環境問題に関心を示している（「関心がある」＋「ある程度関心がある」）。

➢ 男性の方がより積極的な関心を示している（「関心がある」の割合：男性=46%、女性=35%）。

➢ 高年層ほどより積極的な関心を示している（「関心がある」の割合：18～29歳=19%、30～39歳=28%、

40～49歳=34%、50～59歳=42%、60～69歳=49%、70歳以上=49%）。
➢ 都市規模が大きいほどより積極的な関心を示している（「関心がある」の割合：東京都区部=48%、

政令指定都市=44%、中都市=39%、小都市=35%、町村=42%）。
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４-２ 国民の食料品購入時に重視する観点

出典：平成２９年度消費者庁委託調査「徳島県における「倫理的消費（エシカル消費）」に関する消費者意識調査」（調査対象：徳島県の16～70歳の男女各250名）
調査では、「あなたが、以下の商品やサービスを購入する際に重視する観点はどれですか。重視する順に、1～7位までお答えください。ここでは、「食料品」の購入についてお答えください。
（お答えはそれぞれ1つ）※特に重視する点がない方は、強いて挙げればとお考えになってお答えください。」と聞き、「安全・安心」、「価格」、「品質」、「ブランド・メーカー」、「デザイン」、「環
境問題の解決への貢献」、「流行」、「地域問題の解決への貢献」、「社会問題の解決への貢献」、「ストーリー性（商品やサービスができるまでの過程）」の１０の選択肢を提示。

➢ 食料品の購入の際、「安全・安心」、「価格」、「品質」を重視する者が上位を占め、「環境

問題の解決への貢献」は６番目と低位。

➢ 国民の地球環境問題に対して関心が高いことが、消費行動には繋がらない。
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４-３ サプライチェーン全体における排出削減

➢ 自社製品・サービスに係る調達・物流・使用・廃棄といったサプライチェーンの上流・下流
に対して排出削減を進める動きが活発化

出典：「イオン 脱炭素ビジョン２０５０」（2018年3月28日プレスリリース）
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サプライチェーンにおける温室効果ガスの排出

出典：グリーン・バリューチェーンプラットフォーム（環境省、経済産業省）
<http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/supply_chain.html>



５ 開発途上国の温室効果ガス排出量

➢ 世界のＧＨＧ排出量の1/4が農林業・その他の土地利用（AFOLU）部門からの排出。

➢ 開発途上国の温室効果ガスの排出は、農業からの排出割合が高い。

開発途上国の温室効果ガス排出状況経済部門別の人為起源のGHG排出量

出典：IPCC AR5 WG3 SPM Fig. SPM.2
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